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人工海での養殖の可能性について
海産魚類・貝類・甲殻類・藻類の養殖の概要

現在、海水で養殖されている海産物は、海産魚類ではブリ（ハマチ）類、マダイ、ﾋﾗﾒが大部分を占め、貝類ではカキ、ハマグリ、ハイガイ、モガイ、真珠養殖、甲殻類ではクルマエビ、イセエビ、藻類ではノリ、ワカメ、コンブ、ヒロメなどが代表的なものる。

養殖方式は大きく分けて、天然の環境水中で餌をやらずに育成する無給餌養殖と、育成施設の中で餌をやりながら育成する給餌養殖がある。無給餌養殖は主に貝類・藻類、給餌養殖は主に魚類・甲殻類の養殖を行う。養殖方式はさまざまあるが、人工海水での養殖に利用できる方式は、陸上での池中養殖循環ろ過式であると思われる。
養殖の対象となる種類は、消費者の需要の多様化などの影響で近年急速に種類数が伸び、海産・淡水産をあわせた養殖対象魚介藻類は70種類以上あり、また、さらに多くの種類が養殖可能となると考えられる。近年注目されているものに、イセエビやウナギの完全養殖（親魚育成から商品サイズ、また、次世代親魚育成までを行う）がある。種類の選定には、「飼育しやすさ」等の生産者側の都合のみでの選定ではなく、絶えず変化する消費者ニーズの動向を把握した上で選定を行い、流通業界とも十分な連携をとることが効率的であると考えられる。

人工海水での養殖においては、近年の沿岸部の養殖適地の飽和状態、過給餌による富栄養化のための環境汚染（赤潮の発生など）などの問題解決のために、陸上養殖が盛んに研究されている。養殖水を頻繁に交換する必要のない「閉鎖循環式」の陸上養殖システムが実用化されつつある。また、コストが問題となる人工海水については、安価に作成できる手作りの人工海水でも問題ないとする報告や、淡水にわずかな成分を加えることで、安価に、淡水魚と海産魚を同時に飼育できる「好適環境水」などの研究も行われている。
陸上での養殖の現状
[image: image2.emf]ヒラメ
　『ヒラメについては、酸素消費量が比較的少ない（動き回らない）魚種であり、また、飼育適水温（１８～２４℃の範囲で餌料効率が高い）での飼育期間を長くすることが重要であることから、陸上養殖（流水式）が施設面積で全体の６～７割を占めている。』
　人工海水ではなく流水式での養殖ではあるが、ヒラメでは陸上での養殖が一般的である。

アワビ

[image: image3.emf]　アワビ陸上閉鎖循環養殖システムが販売されている。導入実績もあり、初期費用が安価で小規模向き。海水は駿河湾の深層水を使用しており、「駿河湾深層水」のブランド力を利用して流通にも効率的に対応しようとしている。
マグロ

　マグロの陸上養殖システムが実験されている。マグロのほか、シマアジ、サワラなど数種類の飼育実験が行われている。この実験は加計学園・生命動物教育センターの養殖魚研究施設で行われており、食味も通常養殖魚と変わらない。養殖に使用する水は、系列の岡山理科大学専門学校で開発された人工海水「好適環境水」を使用している。
養殖品種の選定
魚類

養殖品種の選定には、(1)飼育しやすい，(2)成長がよい，(3)種苗が入手しやすい，(4)商品としての需要が大きく，その価値が高い，等が条件とされてきた。ただし、「飼育しやすさ」等の生産者側の都合のみでの選定ではなく、絶えず変化する消費者ニーズの動向を把握した上で選定を行い、流通業界とも十分な連携をとることが効率的であると考えられる。
養殖の規模について、すでに広範囲で養殖されている品種と、地域的に養殖されている品種・実験的に行われている品種がある。08年の実績では、ブリ類・マダイ・ヒラメの３品種で養殖生産量全体89%を占めている。今後は上記３品種以外の品種に転換していく方向になると思われる。ハタ類については、陸上養殖に適しているという実験結果が報告されている。
地域的・実験的に養殖されている品種で地域ブランド化に成功した例として、「信州サーモン」の事例がある。また、戦略的な養殖の例として「ノルウェーのサケ・マス養殖」の事例がある。

藻類

　藻類の種苗を人工海水で生産する技術が実験されている。
注目の品種

近年注目されているものに、イセエビやウナギの完全養殖（親魚育成から商品サイズ、また、次世代親魚育成までを行う）がある。今までは、稚魚を捕獲して養殖していた不完全養殖だったが、研究により、完全養殖の可能性が高まっている。
陸上養殖の方法
陸上閉鎖循環飼育システム
水を換えずに浄化してリサイクルする養殖ｼｽﾃﾑである。従来の養殖で問題になっていた排出される有機物処理の問題を解決し、環境負荷軽減がなされる。また、「疾病防除」「省エネルギー」「高生産性」などの効果も期待できる。
閉鎖循環式陸上養殖システムの販売元
１）魚介類陸上養殖の低コスト化を実現した循環式養魚システム
株式会社楢崎製作所
http://www.narasaki-ss.co.jp/seihin/catalog_pdf/02_02.PDF 

２）環境に配慮した「閉鎖循環式陸上養殖ｼｽﾃﾑ」 
株式会社陸上養殖工学研究所（平成19年11月30日解散）
http://www.affrc.go.jp/ja/news_event/press/2005/050426 

３）アワビ陸上閉鎖循環養殖システム
人工海水
安価な人工海水の作り方
天然海水に近く、入手容易な塩類を用いた海水の手作り方法が紹介されてる。

愛媛大学農学部分子細胞生理学研究室

http://web-mcb.agr.ehime-u.ac.jp/marine/feeding/makeasw.htm
淡水魚と海産魚を同時に飼育できる「好適環境水」
岡山理科大学専門学校の山本俊政アクアリウム学科長らが、淡水魚と海産魚を同じ水槽で飼育でき、病気にもなりにくい水を開発した。真水に少量の塩類を加えることで淡水魚も海産魚も生息でき、海産魚については海水中より成育が良くなるという実験結果が出てる。
そのほかの新しい養殖技術
アメリカにおける先端的養殖技術の事例

外洋域での養殖

アメリカは、環境への影響が少ない外洋上での養殖技術を開発した。アメリカ以外でも、韓国と連携して済州島で商業生産を展開している。

砂漠での閉鎖循環式陸上養殖施設

地下水に塩化カルシウムを添加した飼育水を使い、砂漠地帯の閉鎖循環式陸上養殖施設で大規模養殖を行っている。

外洋上プラットフォームプロジェクト
[image: image4.emf]（独）海上技術安全研究所で研究されている（予算は国交省海事局）。外洋上に構造物を浮かべ、海洋資源の有効利用を図る。海洋牧場の計画もある。

国立国会図書館　雑誌記事索引検索
国立国会図書館の雑誌記事索引検索で、論題名“陸上養殖”で検索した結果、2005年以降の記事で３３件の索引を検索した。記事内容では、トラフグ・ｱﾜﾋﾞ・メガイアワビ・バナメイエビ・ハマグリ・マダイ・ハギ・マハタ・ブリ・クエ・クロマグロ・スジアオノリ・ﾋﾗﾒ・イシガキダイなどの陸上養殖が取り上げられている。
また、循環型陸上養殖に関する記事（論題名で“陸上養殖”AND“循環型陸上養殖”で検索）、陸上養殖での少量多魚種生産に関する記事（論題名で“陸上養殖”AND“少量多魚種”で検索）もある。
国立国会図書館 雑誌記事索引検索

http://opac.ndl.go.jp/Process
なお、記事内容を見るには、コピーサービス（有料）を申し込む必要がある。
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